
〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町7番8号

SH
O
-B
O
N
D
 統
合
報
告
書
 2
0
2
5

TEL.03-6892-7101（代）
https://www.sho-bondhd.jp

2025



907億円 22.9% 1,051名

96.4%

2.3%14.5%

93.0%

81.4%

2.29倍

「造らない建設会社」

創るのは社会インフラの未来です。
ショーボンドグループは、創業以来一貫してインフラ構造物の補修・補強に
特化した事業を行ってきたメンテナンス業界のトップランナーです。
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社会資本を良好な状態で
次世代に引継ぐ

編集方針
ショーボンドグループは、2022年（2022年6月期報告）より、さまざ
まなステークホルダーの皆様に当社グループの事業と価値創造をご理
解いただき、持続的に成長する姿をご覧いただくために「統合報告書」
を発行しています。
編集にあたっては、IFRS財団が公表した「国際統合報告フレームワー
ク」および経済産業省が策定した「価値協創ガイダンス2.0」を参考に
しています。なお、当社Webサイトでは、より詳細な情報およびニュー
スリリースなどの最新情報を随時更新・公開しています。

対象期間
2025年6月期（2024年7月1日～2025年6月30日）
ただし、発行時点での最新の情報も可能な限り記載しています。

対象組織
ショーボンドホールディングス株式会社および連結子会社・関連会社

発行年月
2025年12月

将来見通しに関する注意事項
本レポート記載の計画、予測、戦略などは、現時点で入手可能な情報
と、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
はさまざまなリスクや不確定な要素などの要因により異なる可能性が
あります。
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社 是

めざし続ける姿

グループ企業理念では、自らの社会的な存在意義（Purpose）
を定義しています。「社会資本を良好な状態で次世代に引継
ぐ」ことは、メンテナンス専業を貫く当社グループの核であり、
これに技術の力で貢献することこそが私たちの使命であると
考えています。

社是では、全役職員が共有する価値観（Values）を定義して
います。 創業者の信念から生まれ、時代とともにその意義を
深めてきたこの原理に基づき、私たちは日々行動しています。

めざし続ける姿では、事業を通じて追求すべき、組織としての
理想の状態（Vision）を定義しています。この理想像は数十
年以上の長きにわたって当社グループで受け継がれており、
時代が変わってもその重要性は色あせません。過去から積み
重ねてきた強みを磨き続け、未来へ向かっていくという思いを
込めて「めざし続ける姿」と名付けています。

との使命感のもと、
メンテナンス業界のトップランナーとしての高度な技術開発力で、
豊かで安全な社会の実現に貢献する。

●メンテナンス専業としての「使命」を果たす

●化学技術と土木技術の融合により
　新材料・新工法を開発する「技術のショーボンド」

●収益性・効率性重視の経営

一、 熟慮して決断

一、 行動への責任

一、 統一ある職場

一、 社会への貢献
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